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＜アンケート調査報告＞ 

指導者育成実技セミナーでのアンケート結果

で、内容や感想については全体として良いとあり

ました。人数、時間も適度で良くわかりやすいと

評価を受けました。 

また、リスク管理、感染に対しても再確認でき

たなどとの意見もありました。幅広く学べたこと

が良かったとの意見もありました。 

 

今後開催して欲しい実技セミナーについて 

呼吸器 5 件 

血液浄化関連 3 件 

血栓塞栓予防、弾性ｽﾄｯｷﾝｸﾞやﾌｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 

ﾓﾆﾀｰ関連 2 件 

点検などについ 2 件  

その他にも新人教育に焦点をおいたｾﾐﾅｰ、管

理に関すること、人工心肺、心ｶﾃ、透析装置、

ｴｺｰ(ｼｬﾝﾄ)実技ｾﾐﾅｰ、危機管理、褥瘡管理、NST

の仕組みなど 

 

色々な意見がありましたが、呼吸器で今回の様

なセミナーを希望される方が多かったようです。 
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平成 27 年 6 月 14 日（日）、KKR 札幌医療

センター 3 階会議室におきまして、第 1 回指

導者育成実技セミナーが開催されました。 

本セミナーは、若手指導に携わる臨床工学技

士・看護師の育成と向上を目的として企画さ

れ、シリンジ・輸液ポンプに関する知識・技術

の向上と、指導のポイントをより具体的に確認

いただくために、正しい使用方法や安全に関す

る講演に加えて、輸液・シリンジポンプメーカ

ーによる実技セミナーが行われました。 

ご多忙な時期にも関わらず、積極的に御協力

頂いた共催企業の皆様、後援いただいた北海道

看護協会の皆様に篤く御礼申し上げます。 

三島博之先生 による教育講演の様子 
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去る 6 月 20 日、北見赤十字病院で第 1 回地域

連携セミナーが開催されました。 

本セミナーは各地域にてセミナーを開催する

ことで会員活動の活性化を図り、横の連携を深

めるとともに非会員への入会推進を目的に開催

され、盛会に終了いたしました。 

「災害について考える」をテーマに、企業講

演では『「東日本大震災の経験」～災害時の物流

対応と対策～』をニプロ株式会社の二階堂拓先

生に、特別講演では『東日本大震災から 4 年が

経過して』を石巻赤十字病院の熊谷一治先生に

ご講演頂きました。 

東日本大震災での貴重な体験をご講演頂いた

先生方に深く御礼申し上げます。 

熊谷一治先生による特別講演の様子 

者など数多の方々に聴講していただける内容と

なりました。 

教育講演Ⅰ、Ⅱでは透析患者のフットケア領域

で、診断から治療に至る内容を非常に興味深い

症例を上げて解りやすくご講演いただきまし

た。 

教育講演Ⅲでは I-HDF に対応した透析装置の

開発について、教育講演Ⅳでは北海道初のオーバ

ーナイト透析施設の現状をご講演頂きました。 

また、本セミナーは血液浄化専門臨床工学技

士 8 単位付与、透析技術認定士 8 単位付与され

るものとなっております。対象者は受講修了書

を大切に保管ください。 

お忙しい中、ご講演頂いた先生方に深く御礼

申し上げます。 

 

松井傑先生による教育講演Ⅱの様子 

伊藤洋輔先生による教育講演Ⅳの様子 

去る 7 月 26 日、北海道建設会館で第 8 回血液

浄化セミナーが開催されました。 

本セミナーは臨床工学技士としての知識およ

び技術の向上を目的に開催されましたが、血液

浄化に携わる臨床工学技士のみならず医療関係 
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「PMDA 医療安全情報」で提供する情報は、

これまでに収集されたヒヤリ・ハット事例や副

作用・不具合報告の中から、同様の事象が繰り

返し報告されている事例、若しくは添付文書改

訂等を通知した事例などについて、総合機構が

医師・薬剤師・看護師・臨床工学技士等の医療

従事者や人間工学分野などの専門家及び医薬

品又は医療機器製造販売業者の業界団体の意

見を参考として、医療従事者に対して安全に使

用するために注意すべき点などを図解等を用

いてわかりやすく解説し、広く周知することを

目的に作成したものです。 

 ご不明な点などありましたら、PMDA 医療

安全情報に記載の「お問い合わせ先」にお尋ね

ください。 
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  厚生労働省医薬安全局安全対策課からの周知依頼 

『酵素電極法を用いた血糖測定に使用する医療機器及び 

体外診断用医薬品に係る「使用上の注意」の改訂について』  
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このコーナーは、平成 26年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 27 年 3 月に北海道科学大学を卒業し、現在たけやま腎・泌尿器科クリニック

にて勤務中の畑野里奈さんです。 

 

たけやま腎・泌尿器科クリニック 

畑野 里奈 

 

私は北海道科学大学を卒業し、この春から千

歳市にあるたけやま腎・泌尿器科クリニックに

勤務し、透析業務を行っています。 

 入職当初は何をして良いかわからず不安な毎

日で、患者様の名前を覚えることが精一杯でし

た。３ヶ月が経過し、上司や先輩方に支えられ

日々の業務に慣れてきました。「失敗から学ぶこ

とはたくさんあるし、今しか聞けないこともあ

るから」という言葉をいただき、何事にも挑戦

しようという思いになりました。そんな生活が

続き、徐々に作業を任せられることに対する大

きな責任感が生まれてきました。操作ひとつひ

とつが患者様の生命に直結するという緊張感を

持って業務を遂行するよう心掛けております。 

 当院では医師・看護師と共に毎月 1 回のミー

ティングがあり、業務に対する取組みについて

目標を掲げ、スタッフ全員で意見交換・情報共 

有を行い評価しています。定期的に開催される

ため、自分の業務について、現状把握の良い機

会となっています。改善が必要なことや不足に

感じたことに関しては翌日から積極的に行動す

る様努力しています。 

透析業務においては患者様とのコミュニケー

ションがとても重要であると考えております。

より良い信頼関係を築けるよう、患者様の声に

耳を傾け、悩んでいることや不安に思っている

ことについて、対応できる力を身に付けたいと

考えています。学生時代、社会人になっても毎

日勉強だと教わったことを日々痛感しておりま

す。小さなことの積み重ねが一人前の臨床工学

技士になるための大きな道と信じ、日々精進し

ていきたいです。 
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平成 27 年 7 月までの理事会からのお知らせ 

・ 第 2 回地域連携セミナーについて 

（9/27(日)：釧路） 

・ 第 26回北海道臨床工学会および第 2回北海

道・東北臨床工学会について 

・ 日本医療機器学会「平成 27 年度第 8 回

MDIC 認定セミナー」の後援依頼承認 

・ ホームページ求人情報への対応 

・ 複数年度会費滞納者の対応について（25 名） 

＜白内障手術で医療ミス  

新潟県の病院、患者に謝罪＞ 

新潟県の病院は 24 日、白内障を患った 80 代

女性の両眼に、視力を回復させるためのレンズ

を入れる手術をした際、度数の異なる左右のレ

ンズを取り違える医療ミスがあったと発表し

た。病院側は女性に謝罪。女性は再手術を受け

た。 

 病院によると、女性は 7 月上旬、レンズを両

眼に入れる手術を左右それぞれ別の日に受け

た。最初に実施した左眼は術後の経過が良かっ

たが、右眼の手術の翌日、女性が「見え方が悪

い」と訴えた。医師らがレンズのケースとカル

テを照合すると、左右逆のレンズを入れていた

ことが分かった。 

 病院が調査したところ、レンズを業者に発注

した際、病院と業者の間で、左右それぞれの度

数が正確に伝わっていなかった。手術時も確認

が不十分で気付かなかった。 

 左眼は不具合がなかったため、女性は右眼の

み再手術を受けた。女性は既に退院、病院は今

後、外来で経過を見る方針。 

 病院長は「患者やご家族に多大な不安と苦痛

を与えてしまって大変申し訳ない」とのコメン

トを出した。 

共同通信社 2015 年 7 月 27 日(月)配信 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の webサイトをご覧ください。 

道内の各臨床工学技士養成校の成績優秀者に

贈られる平成 26 年度 公益社団法人 北海道臨

床工学技士会会長賞が、26 年度の卒業生の中か

ら以下の 4 名に決定されました。 

 

 

 

 

 

 

4 名の方、受賞おめでとうございます。今後

の臨床工学技術の向上、さらには医療業界全体

への発展を目指し、ご活躍を期待しております。 

 

****************************************** 

2015 年 10 月 24 日（土） 

「アフェレシス技術セミナー2015」・「第
35回日本アフェレシス学会北海道地方会」 

会場 札幌北楡病院 講堂 

札幌市白石区東札幌6条6丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2015 年 11 月 29 日（日） 

「第26回北海道臨床工学会」・「第2回北
海道・東北臨床工学会」 

会場 北海道大学学術交流会館  

札幌市中央区北8条西5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp 

演題登録期間：9月2日～10月14日 

****************************************** 

 

****************************************** 

2015 年 9 月 6 日（日） 

「第6回 北海道呼吸療法セミナー」 

会場 北海道建設会館  

札幌市中央区北4条西3丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2015 年 9 月 12 日（土）～ 13 日(日) 

「第22回 日本体外循環技術医学会 
北海道地方会大会」 

会場 市立旭川病院 大会議室 

旭川市金星町1丁目1-65 

****************************************** 
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